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電話自動応答システムについて
来院前AI問診サービスのご案内
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来院前AI問診サービスのご案内

診断書・各種証明書のお申し込みについて
がん征圧月間報告
臓器移植普及推進月間
特定看護師を紹介します‼
長期収載品（先発医薬品）を希望した場合の
お薬代の自己負担について
調理師おすすめレシピ

診断書・各種証明書のお申し込みについて
がん征圧月間報告
臓器移植普及推進月間
特定看護師を紹介します‼
長期収載品（先発医薬品）を希望した場合の
お薬代の自己負担について
調理師おすすめレシピ

　消化器内科では胃カメラ・大腸カメラでの診断・治療を行って

います。他にも胆膵疾患に対する胆膵内視鏡、超音波内視鏡を

使った消化管内外の疾患の診断・治療、小腸疾患に対してのカ

プセル内視鏡やバルーン

小腸内視鏡など、様々な

内視鏡を使い幅広い診療

を行っております。また、

消化器外科・耳鼻咽喉科

との合同手術なども行っ

ております。

“ほやほや”と納得できる情報、できたて“ほやほや”の情報をみなさまに提供していく季刊発行の情報誌です。
院内の広報委員で毎回その季節に合った特集を組み、お役に立てる情報を掲載すべく病院各部門のスタッフ
それぞれから原稿を集め誌面を制作しています。

さつまいもと鶏肉の照り煮さつまいもと鶏肉の照り煮
調理師
おすすめ

〒918-8501 
福井県福井市月見2丁目4番1号
TEL.0776-36-3630㈹　
FAX.0776-36-4133

福井赤十字病院

人道・博愛の精神のもと、県民が求める優れた医療を行います。

■患者さんの権利と意思を尊重し、協働して医療を行います。
■安全と質を向上させ、優しい医療を行います。
■人間性豊かで専門性を兼ね備えた医療人を育成します。
■急性期医療・疾病予防・災害時医療に積極的に取り組みます。
■保健・医療・福祉と連携し、地域社会に貢献します。

理念

基本方針

多彩な内視鏡診療で支える消化器医療

今月の表紙
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福井赤十字病院広報誌
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Japanese Red Cross Fukui Hospital

　今回は秋の食材、さつまいもを使ったレシピをご紹介します。さつまい

もは食物繊維が豊富なので整腸作用、便秘改善効果が期待できます。カリ

ウムも多く含んでおり、余分なナトリウムを排出してくれます。皮の部分に

は食物繊維が豊富で、カルシウムや色素成分のアントシアニンを含んでい

るため、皮ごと食べるのがおすすめです。今回は鶏肉と照り煮にしたレシ

ピをご紹介します。人参やレンコンを入れて具沢山にしてもよし、大人向

けには黒コショウや七味を入れてアレンジするのもおすすめです。

広報に関する
ご意見、ご感想を
お待ちしています。

ホームページ 読者アンケート

ご自由に
おとりください。

❶さつまいもを1.5～2cmの半月切りし、水に5分ほどさらす。鶏モモ肉は一口大
　に切り、玉ねぎはくし切りにしておく。

作り方

材料（3人分）

鶏モモ肉・・・・・・・1枚（約250g）
さつま芋・・・中１本（約200g）
玉ねぎ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1/2個 

サラダ油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ１
水・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・150㏄
枝豆・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々 

❷フライパンに油を入れて鶏モモ肉の皮目から焼く。

❸焼き色が付いたらさつま芋、玉ねぎ、水、調味料を入れる。

❹煮立ったら落とし蓋をして弱めの中火で15分煮る。

❺煮汁がトロっとして照りが出たら完成。

炭水化物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・30.7g
塩分・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1.6g

栄養量（1人分）

エネルギー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・304kcal
たんぱく質・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15.7g
脂質・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13.6g

担当：調理師 上野幸恵

アンケートに
回答して

いただいた方に
広報グッズを
プレゼント！

しょうゆ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1・1/2
みりん・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1・1/2
酒・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1
砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1/2

〈 調味料 〉

イベントのご案内

●日時：令和8年 11月 29日（日）10：00～ 15：00
●場所：ショッピングシティ・ベル 3階あじさいホール
●内容：看護師とからだの測定体験 ～聴診器や血圧計などを使ってみよう～
　　　　お子さんの間食チェック ～間食について管理栄養士と考えよう～

令和8年度健康フェア
●日時：令和8年 12月 18日（金）17：20～
●場所：福井赤十字病院 1階エントランスホール、各病棟
●内容：患者さんの「１日でも早い回復を」と願いを込め、職員がキャン
　　　　ドルを手に、クリスマスソングを歌いながら病棟を巡回します

キャンドルサービスHPはこちら



消化器内科部長

松永 心祐

痛
み
が
少
な
い
大
腸
内
視
鏡
検
査
に
つ
い
て

医療
　

腎
臓
は
、
血
液
を
き
れ
い
に
し
て
老
廃
物
を

尿
と
し
て
排
出
し
、
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
を

保
つ
大
切
な
臓
器
で
す
。
腎
臓
の
働
き
が
低
下

す
る
と
、
高
血
圧
や
心
臓
病
な
ど
全
身
の
健
康

に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

腎
が
ん
は
、
腎
臓
の
細
胞
に
遺
伝
子
変
異
が

生
じ
て
発
生
す
る
が
ん
で
、
健
康
診
断
や
人
間

ド
ッ
ク
で
早
期
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
増
え
て
い
ま

す
。
腎
が
ん
の
治
療
の
中
心
は
手
術
で
、
が
ん
の

大
き
さ
や
場
所
に
応
じ
て
腎
臓
全
体
、
ま
た
は

一
部
を
切
除
し
ま
す
。
最
近
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
支
援

手
術
「
ダ
ビ
ン
チ
」
の
普
及
に
よ
り
、
よ
り
精
密

で
体
へ
の
負
担
が
少
な
い
治
療
が
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
薬
物
療
法
も
進
歩
し
、
特
定
の

遺
伝
子
に
効
果
的
な
分

子
標
的
薬
や
免
疫
の
力
を

利
用
し
て
が
ん
を
攻
撃
す

る
免
疫
療
法
に
よ
り
、
進

行
し
た
腎
が
ん
で
も
長
期

生
存
や
治
癒
を
目
指
せ
る

時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

検
診
で
便
に
血
液
が
混
じ
っ
て
い
た
り
、
採
血

で
貧
血
が
見
つ
か
っ
た
場
合
に
大
腸
内
視
鏡
検

査
（
大
腸
カ
メ
ラ
）
を
勧
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
現
在
は
様
々
な
検
査
法
が
あ
り
ま
す

が
、な
ぜ
大
腸
カ
メ
ラ
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

●
大
腸
ポ
リ
ー
プ
や
初
期
の
大
腸
が
ん
に
は
症

　

状
が
ほ
と
ん
ど
な
い

　

初
期
の
大
腸
が
ん
や
、
が
ん
の
前
段
階
で
あ

る
大
腸
ポ
リ
ー
プ
は
、
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
血
便
や
腹
痛
、
便
通
異
常
な
ど

の
症
状
が
現
れ
た
段
階
で
は
、
す
で
に
病
気
が

進
行
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、
症
状
が

な
い
う
ち
か
ら
定
期
的
に
検
査
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
大
腸
が
ん
は
進
行
し
て

い
て
も
気
付
き
に
く
い
こ
と
が
あ
り
、
他
の
検

査
だ
け
で
は
見
つ
か
ら
な
い
場
合
も
あ
る
た
め
、

大
腸
カ
メ
ラ
に
よ
る
確
認
が
重
要
で
す
。

●
細
胞
検
査
が
で
き
る

　

大
腸
カ
メ
ラ
で
は
病
変
部
を
直
接
観
察
で

き
る
た
め
、
細
胞
を
採
取
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
り
、
が
ん
や
そ
の
他
病
気
の
原
因
を
調

べ
る
の
に
有
効
で
す
。

●
ポ
リ
ー
プ
や
小
さ
な
が
ん
は
そ
の
場
で
切
除

　

が
で
き
る

　

大
腸
が
ん
は
、
良
性
の
ポ
リ
ー
プ
（
腺
腫

な
ど
）
が
年
月
を
経
て
が
ん
化
す
る
こ
と
で

発
生
し
ま
す
。
大
腸
カ
メ
ラ
で
は
、
が
ん
の
早

期
発
見
だ
け
で
な
く
、
が
ん
化
す
る
リ
ス
ク
の

あ
る
ポ
リ
ー
プ
を
発
見
し
た
そ
の
場
で
切
除
で

き
る
た
め
、
大
腸
が
ん
の
発
症
を
予
防
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。一
方
で
そ
の
場
で
切
除
で
き

な
い
よ
う
な
大
き
な
腫
瘍
の
場
合
は
、
内
視
鏡

的
粘
膜
下
層
剥
離
術
（
大
腸
カ
メ
ラ
で
大
き
な

腫
瘍
な
ど
を
切
除
す
る
方
法
）
や
外
科
手
術
で

の
切
除
を
後
日
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
が
ん
に
関
す

る
不
安
や
疑
問
を
無
料
・
匿
名
で
相
談
で
き
る

窓
口
で
す
。
治
療
に
と
も
な
う
副
作
用
、
仕
事

を
行
い
な
が
ら
の
治
療
、
医
療
費
、
家
族
へ
の

伝
え
方
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
も
相
談
で

き
ま
す
。
看
護
師
、
社
会
福
祉
士
、
公
認
心
理

師
な
ど
、
専
門
の
職
員
が
患
者
さ
ん
と
一
緒
に

考
え
、
安
心
し
て
治
療
や
生
活
に
向
き
合
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

大
腸
内
視
鏡
検
査
は
必
要
？

　

大
腸
は
長
く
曲
が
り
く
ね
っ
て
お
り
、
ま
た

そ
の
曲
が
り
方
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。
曲

が
り
が
少
な
い
人
は
大
腸
カ
メ
ラ
を
挿
入
し
や

す
く
、
検
査
時
の
痛
み
も
少
な
い
傾
向
が
あ
り

ま
す
。一
方
、
曲
が
り
が
多
い
方
や
、
手
術
な

ど
の
影
響
で
大
腸
の
形
が
変
化
し
て
い
る
方

は
、
挿
入
が
難
し
く
、
痛
み
を
感
じ
や
す
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

大
腸
内
視
鏡
検
査
は
つ
ら
い
？

浸
水
法
で
の
ポ
リ
ー
プ
切
除

　

浸
水
法
で
の
大
腸
カ
メ
ラ
は
痛
み
や
お
な

か
の
張
り
が
少
な
い
検
査
で
す
。
大
腸
カ
メ

ラ
が
怖
く
て
遠
慮
し
て
い
た
方
、
以
前
の
カ

メ
ラ
が
つ
ら
か
っ
た
方
も
、
当
院
で
の
大
腸

カ
メ
ラ
を
検
討
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ポ
リ
ー
プ
切
除
に
つ
い
て
も
、
症
例
に
よ
っ

て
は
腸
管
を
水
で
満
た
し
た
状
態
で
切
除
し
て

い
ま
す
。
当
院
で
は
ポ
リ
ー
プ
の
状
態
に
合
わ

せ
て
従
来
法
で
の
切
除
と
、
浸
水
法
で
の
切
除

を
使
い
分
け
て
い
ま
す
。
腸
の
中
を
水
で
満
た

す
こ
と
で
、
ポ
リ
ー
プ
が
見
や
す
く
、
効
率
的

な
切
除
が
可
能
と
な
り
、
治
療
時
間
の
短
縮
に

つ
な
が
り
ま
す
。

の
た
め
、
最
小
限
の
空
気
量
で
挿
入
を
心
が
け

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
カ
メ
ラ
の
挿
入
が
難
し
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
多
く
の
症
例
で
浸
水
法
下
大
腸

内
視
鏡
検
査
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
浸
水
法

で
は
空
気
の
代
わ
り
に
水
を
入
れ
な
が
ら
カ
メ

ラ
を
挿
入
し
ま
す
。
水
は
空
気
に
比
べ
て
格
段

に
少
な
い
量
で
カ
メ
ラ
の
行
き
先
が
見
え
る
よ

う
に
な
る
た
め
、
大
腸
が
膨
ら
ま
ず
お
な
か
の

張
り
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
水
を
入
れ
る

こ
と
で
カ
メ
ラ
の
滑
り
が
良
く
な
り
、
よ
り
簡

単
に
カ
メ
ラ
を
挿
入
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
浸
水
下
大
腸
内
視
鏡
検

査
は
こ
れ
ま
で
の
空
気
を
入
れ
て
の
大
腸
検
査

に
比
べ
て
、
よ
り
負
担
の
少
な
い
検
査
を
受
け

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ（
慢
性
腎
臓
病
）
は
、
腎
臓
の
働
き

が
低
下
し
た
状
態
が
続
く
病
気
で
、
日
本
で

は
成
人
の
約
５
人
に
１
人
が
該
当
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

初
期
の
腎
臓
の
異
常
は
自
覚
症
状
が
ほ
と

ん
ど
な
い
た
め
、
健
康
診
断
で
の
尿
検
査
と
血

液
検
査
で
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
際
は
早
期
に

治
療
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
診
断

に
は
、
尿
蛋
白
の
有
無
や
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン

値
か
ら
算
出
さ
れ
る
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
が
用
い
ら
れ
ま

す
が
、
過
去
の
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
の
推
移
を
見
な
が
ら

治
療
計
画
を
立
て
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

治
療
で
は
、
原
因
と
な
る
高
血
圧
や
糖
尿

病
の
管
理
に
加
え
、
減
塩
や
適
度
な
運
動
、

禁
煙
な
ど
の
生
活
習
慣
の
改
善
が
重
要
で
す
。

近
年
は
腎
機
能
の
低
下
を
抑
え
る
効
果
が
期

待
で
き
る
新
し
い
治
療
薬
も
登
場
し
、
早
期
か

ら
適
切
な
治
療
を
行
う
こ
と
で
透
析
導
入
を

遅
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
腎
機
能
の
低
下
が
進
ん
だ
場
合
の
腎
移

植
や
腎
代
替
療
法
の
治
療
選
択
に
つ
い
て
は
、

自
分
ら
し
い
人
生
を
見
据
え
な
が
ら
医
療
者

と
患
者
本
人
や
家
族
等
と
一
緒
に
考
え
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

講
演
１

最
近
の
腎
癌
治
療
の
進
歩
に
つ
い
て

 

が
ん
診
療
セ
ン
タ
ー
長
・
腎
セ
ン
タ
ー
長

 

角
野 

佳
史

講
演
2

身
近
で
安
心
！
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

の
上
手
な
使
い
方

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー 

認
定
が
ん
専
門
相
談
員

 

吉
川 

朋
子

講
演
3

腎
臓
が
悪
い
と
言
わ
れ
て
受
診
さ
れ
た
と
き
、

腎
臓
内
科
医
が
考
え
て
い
る
こ
と

 

腎
臓
・
泌
尿
器
科
部
長 

鈴
木 

康
倫

　

慢
性
腎
臓
病
で
は
、
腎
臓
の
働
き
を
守
る
た

め
に
食
事
療
法
が
大
切
で
す
。
ポ
イ
ン
ト
は「
食

事
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
」、「
塩
分
を
減
ら
す
」、

「
た
ん
ぱ
く
質
を
と
り
過
ぎ
な
い
」の
3
つ
で
す
。

特
に
福
井
県
民
は
塩
の
使
用
量
が
全
国
平
均
よ

り
多
い
で
す
が
、
少
し
で
も
塩
分
を
減
ら
す
努

力
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、ご
飯
、肉
や
魚
、

野
菜
を
毎
食
そ
ろ
え
、
漬
物
、
汁
物
、
し
ょ
う

ゆ
の
か
け
過
ぎ
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
た
だ

し
、
無
理
な
制
限
は
長
続
き
し
ま
せ
ん
の
で
少

し
ず
つ
減
塩
を
心
が
け
、
自
分
に
合
っ
た
方
法

を
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
失
敗
し
て
も
あ

き
ら
め
ず
、
で
き
る
こ
と
か
ら
続
け
る
こ
と
で

腎
臓
を
守
る
こ
と
に
な
り
健
康
な
生
活
に
つ
な

が
り
ま
す
。

講
演
4

慢
性
腎
臓
病
の
S
D
G
ｓ
持
続
可
能
な

腎
臓
食
事
療
法

 

管
理
栄
養
士
栄
養
課
係
長　

小
川 

初
実

腎
臓
を
守
る
こ
と
は
、人
生
を
守
る
こ
と

〜
腎
臓
が
ん
＋
慢
性
腎
不
全
の
最
新
知
識
〜

福
井
赤
十
字
病
院
　
市
民
公
開
講
座

福
井
赤
十
字
病
院 

市
民
公
開
講
座
を
９
月
６
日

（
日
）、福
井
赤
十
字
病
院
で
開
催
し
、約
2
0
0

名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。腎
臓
が
ん

や
慢
性
腎
臓
病
の
最
新
知
識
を
は
じ
め
、治
療
や

相
談
、食
事
療
法
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

国立がん研究センターのがん情報の
パンフレットや動画もご参照ください

動画は
こちら

　

従
来
の
大
腸
カ
メ
ラ
は
空
気
を
入
れ
て
腸
を

膨
ら
ま
せ
な
が
ら
奥
へ
進
め
る
た
め
、
お
な
か

が
張
り
、
大
腸
の
曲
が
り
が
強
く
な
り
、
カ
メ

ラ
が
進
み
に
く
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

浸
水
下
大
腸
内
視
鏡
検
査
に
つ
い
て

大腸内視鏡検査における浸水法（青）と従来法（赤）の比較
※左横向きでカメラを挿入します。

講演内容の
詳細はコチラ

浸水法：水が下にたまり、水圧で行き先が開いていく 従来法：腸が上に膨らみ、曲がりが強くなる

内視鏡 内視鏡
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当
院
で
は
、
患
者
さ
ん
へ
の
ご
案
内
を
よ
り

ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
、
令
和
８
年
７
月
１
日

よ
り
電
話
自
動
応
答
シ
ス
テ
ム
（
自
動
音
声
ガ

イ
ダ
ン
ス
）
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

代
表
電
話
（
0
7
7
6
‐
3
6
‐
3
6
3
0
）

へ
お
か
け
い
た
だ
く
と
、
ま
ず
音
声
案
内
が
流

れ
ま
す
。
診
療
時
間
内
は
、
音
声
案
内
の
後
に

電
話
交
換
手
が
応
対
し
、
ご
用
件
に
応
じ
て
担

当
窓
口
へ
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
診
療
時
間
外
は
自
動
音
声
ガ
イ
ダ
ン

ス
に
よ
る
ご
案
内
を
基
本
と
し
て
お
り
、
ご
用

件
に
応
じ
た
案
内
を
行
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ

せ
内
容
に
よ
っ
て
は
、
音
声
案
内
の
み
で
ご
案

内
が
完
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
お

問
い
合
わ
せ
の
内
容
や
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
、

お
電
話
が
つ
な
が
る
ま
で
に
お
時
間
を
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

電
話
自
動
応
答
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

　

ク
ロ
ス
ラ
ウ
ン
ジ
は
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族

な
ど
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
ご
利
用
い
た
だ
け

る
休
憩
ス
ペ
ー
ス
で
、
軽
食
や
お
食
事
に
も
お

使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ク
ロ
ス
ラ
ウ
ン
ジ
は
正
面
入
口
を
入
っ
て
す

ぐ
右
側
に
あ
り
、
自
動
販
売
機
、
電
子
レ
ン
ジ
、

手
洗
い
場
、
ゴ
ミ
箱
を
備
え
て
い
ま
す
。
ご
利

用
時
間
は
平
日
８
時
20
分
〜
17
時
で
す
。
診
療

や
お
見
舞
い
の
合
間
の
ひ
と
と
き
に
、
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

令
和
８
年
度

熊
本
地
震
に
お
け
る

福
井
赤
十
字
病
院
の
救
護
活
動
報
告

　

令
和
８
年
７
月
28
日
に
発
生
し
た
熊
本
地
震

を
受
け
、
福
井
赤
十
字
病
院
の
職
員
が
日
赤
福

井
県
支
部
の
救
護
班
、災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
チ
ー
ム
と
し
て
被
災
地
へ
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　

救
護
班
は
、
８
月
に
２
班
が
熊
本
県
宇
城
市

で
救
護
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
連
日
、
猛
暑

の
な
か
複
数
の
避
難
所
を
巡
回
し
、
被
災
さ
れ

た
方
々
の
体
調
確
認
や
健
康
指
導
、
避
難
所
の

衛
生
管
理
の
ほ
か
、
不
安
や
悩
み
に
耳
を
傾
け

る
な
ど
、
心
身
の
ケ
ア
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

両
班
と
も
研
修
医
や
女
性
主
事
が
加
わ
っ
た
こ

と
で
、
手
厚
く
効
率
的
な
活
動
に
も
繋
が
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
災
害
で
も
オ
ー
ル
日
赤
が
一
丸
と
な

り
、
全
国
の
赤
十
字
か
ら
延
べ
１
８
８
班
の
救
護

班
、
74
チ
ー
ム
の
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

チ
ー
ム
、
51
班
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
班
な
ど
が
派

遣
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
赤
が
国
際
救
援
で

培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
資
機
材
を
活
か
し
た

給
水
･
衛
生
面
（
手
洗
い
や
洗
濯
機
な
ど
）
で

の
支
援
、
安
眠
セ
ッ
ト
や
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
な
ど

の
救
援
物
資
の
配
布
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
９
月
末
、
地
元
医
療
機
関
の
復
興
を

見
届
け
、
日
赤
全
体
と
し
て
の
活
動
は
終
了
し

ま
し
た
。（
義
援
金
は
3
月
末
ま
で
受
付
中
）

今
後
は
、
日
赤
熊
本
県
支
部
に
て
被
災
者
へ
の

ス
ト
レ
ス
ケ
ア
や
健
康
管
理
を
実
施
し
て
い
く

予
定
で
す
。

　

赤
十
字
は
こ
れ
か
ら
も
、
被
災
さ
れ
た
方
々

に
寄
り
添
う
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

救
護
活
動
で
感
じ
た
こ
と
、

思
っ
た
こ
と

　

８
月
11
日
に
福
井
を
車
２
台
で
出
発
し
、

大
阪
南
港
か
ら
新
門
司
港
へ
フ
ェ
リ
ー
で
到
着

し
た
の
は
翌
12
日
の
朝
５
時
で
し
た
。
そ
こ

か
ら
熊
本
県
へ
向
か
い
、
４
日
間
の
救
護
活

動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

活
動
地
の
宇
城
市
へ
向
か
う
に
つ
れ
、
道

路
の
ひ
び
割
れ
や
屋
根
に
か
け
ら
れ
た
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
、
倒
壊
し
た
家
屋
が
徐
々
に
姿

を
見
せ
始
め
、
被
害
の
大
き
さ
を
感
じ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

避
難
所
内
で
は
、
コ
ロ
ナ
発
生
に
伴
う
隔

離
や
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
更
衣
室
等
の
不

足
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
、
支
給
さ

れ
る
食
事
の
栄
養
面
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
被
災

者
の
環
境
は
困
難
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
中
家
の
片
づ
け
を
行
い
、
疲
弊
し
た
体
で

避
難
所
で
寝
泊
ま
り
す
る
被
災
者
も
多
く
、

そ
の
苦
労
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

　

災
害
は
他
人
事
と
思
わ
ず
、
自
分
事
と
し

て
捉
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。「
ま
さ
か
自
分

が
…
…
」
と
は
災
害
時
に
よ
く
耳
に
す
る
言

葉
で
す
。
も
し
今
大
地
震
が
発
生
し
た
ら
、

あ
な
た
や
あ
な
た
の
家
族
は
ど
う
行
動
し
、

ど
こ
に
避
難
す
る
で
し
ょ
う
か
。
連
絡
は
と

れ
ま
す
か
。

食
料
は
あ
り

ま
す
か
。
い

つ
発
生
す
る

か
分
か
ら
な

い
脅
威
に
対

し
、
日
ご
ろ

か
ら
備
え
て

お
き
た
い
も

の
で
す
。

熱中症予防に留意しながら健康状態を確認

丁寧な対話を通じてニーズを把握

子どもに寄り添うこころのケア

一人ひとりに寄り添いながら診療

チームで情報共有しながら活動内容を記録

　

当
院
で
は
、
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

が
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
「
ち
ょ
っ
と
困
っ
た
」

に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

受
付
機
や
自
動
精
算
機
の
操
作
補
助
、
受
診

科
・
検
査
室
へ
の
案
内
、
入
院
時
の
病
棟
案
内

な
ど
を
行
い
、
初
め
て
来
院
さ
れ
た
方
や
不
安

を
抱
え
る
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
受
診
で
き
る

よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
廊
下
で
の
季
節
の
装
飾
展
示
や
音
楽

コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
、
患
者
さ

ん
や
ご
家
族
が
少
し
で
も
心
地
よ
く
過
ご
せ
る

環
境
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
病
院

と
い
う
緊
張
し
や
す
い
場
所
だ
か
ら
こ
そ
、
ほ
っ

と
一
息
つ
け
る
時
間
や
空
間
を
届
け
て
く
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
作
業
や
衛
生

材
料
の
準
備
、
外
部
へ
の
発
送
物
の
封
入
、
ペ
ー

パ
ー
タ
オ
ル
の
補
充
な
ど
、
職
員
業
務
を
支
え

る
裏
方
と
し
て
の
活
動
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
と
同
じ
地
域
で
暮
ら
す
市
民
と
し

て
の
目
線
か
ら
か
け
ら
れ
る
言
葉
や
配
慮
は
、

「
ほ
っ
と
し
た
」「
声
を
か
け
て
も
ら
え
て
嬉
し

か
っ
た
」
と
い
っ
た
患
者
さ
ん
か
ら
の
声
に
も
結

び
付
い
て
い
ま
す
。

　
「
誰
か
の
た
め
に
少
し
で
も
力
に
な
り
た
い
」

と
い
う
思
い
で
活
動
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
は
、
目
立
た
な
い
と
こ
ろ
で
病
院

を
支
え
る
大
切
な
存
在
で
す
。
そ
の
温
か
な
活

動
は
、
病
院
全
体
の
安
心
感
や
親
し
み
や
す
い

雰
囲
気
づ
く
り
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

体
・
病
院
の
素
朴
な
疑
問
に
答
え
ま
す

病
院
の
ボ
ラ
ン
ティ
ア
は

ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
？

く
つ
ろ
ぎ
の
空
間「
ク
ロ
ス
ラ
ウ
ン
ジ
」の
ご
案
内

日本赤十字社
YouTubeチャンネルより

令和8年熊本地震

～日本赤十字社
　　　　9日間の初動～
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来
院
前
A
I
問
診
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

　

８
月
よ
り
、来
院
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご

利
用
い
た
だ
け
る
A
I
問
診
を
導
入
い
た
し
ま

し
た
。ご
自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
等
か
ら
、問
診
を
入
力
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、受
付
時
間
の
短
縮
や
外
来
で
の
ス
ム
ー
ズ
な

診
療
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
方

・ 

初
め
て
受
診
さ
れ
る（
初
診
の
）患
者
さ
ん

・ 

紹
介
状
を
お
持
ち
の
患
者
さ
ん

■
ご
利
用
方
法

①
当
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
右
上
の「
来
院
前
A
I
問
診
」

　

ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク

②「
問
診
フ
ォ
ー
ム
一
覧
」か
ら
受
診
す
る
診
療
科
の

　

問
診
を
入
力

③
問
診
終
了
後
、Q
R
コ
ー
ド
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

④
診
察
当
日
、受
付
窓
口
に
て
画
面
を
提
示

　

複
数
の
診
療
科
を
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、そ
れ

ぞ
れ
の
診
療
科
の
問
診
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。そ

の
他
詳
し
い
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

患
者
さ
ん
の
待
ち
時
間
短
縮
と
円
滑
な
診
療

の
た
め
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

PC スマホ

「来院前AI問診」
をクリック

精
神
及
び
神
経
症
状
に
係
る
薬
剤
投
与
関
連

特
定
看
護
師
を
紹
介
し
ま
す
‼
　

　
「
特
定
行
為
」と
は
特
定
の
研
修
を
受
け
て
知

識
と
技
術
を
習
得
し
た
看
護
師
が
行
う
こ
と
の

で
き
る
38
の
医
療
行
為
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。こ

れ
ま
で
医
師
が
行
っ
て
い
た
処
置
や
医
療
機
器

の
調
整
、
投
薬
な
ど
を
患
者
さ
ん
の
側
に
い
る

看
護
師
が
行
う
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
の
状
態
に

応
じ
た
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
医
療
を
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
特
定
行
為
を
行
う
看
護
師
を
当

院
で
は
「
特
定
看
護
師
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。当

院
で
は
６
名
の
特
定
看
護
師
が
写
真
の
よ
う
な

バ
ッ
ジ
を
つ
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。（
図
1
）

　

今
回
は
、
整
形
外
科
病
棟
で
活
動
し
て
い
る

「
精
神
及
び
神
経
症
状
に
係
る
薬
剤
投
与
関
連
」

の
特
定
看
護
師
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

高
齢
の
患
者
さ
ん
は
入
院
に
伴
う
環
境
の
変

化
や
治
療
の
影
響
に
よ
っ
て
場
所
や
時
間
、
な

ぜ
入
院
し
て
い
る
の
か
が
わ
か
ら
な
く
な
り
、

混
乱
が
強
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。以
前
、
入

院
当
日
の
夕
方
か
ら
混
乱
が
強
く
な
っ
た
患
者

さ
ん
が
い
ま
し
た
。そ
の
日
は
休
日
で
医
師
が

不
在
で
し
た
が
、
特
定
行
為
の
手
順
書
に
基
づ

き
、
そ
の
患
者
さ
ん
の
状
態
に
応
じ
た
抗
精
神

病
薬
を
処
方
し
、
内
服
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

患
者
さ
ん
は
徐
々
に
落
ち
着
き
、
朝
ま
で
ぐ
っ
す

り
眠
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
特
定
看
護
師
は
患
者
さ
ん
の
変

化
に
い
ち
早
く
気
づ
き
、
医
師
が
不
在
の
場
合

で
も
適
切
な
薬
剤
投
与
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。今
後
も
特
定
看
護
師
と
し
て
の
知
識
と
技

術
を
活
か
し
、
患
者
さ
ん
が
よ
り
よ
い
療
養
生

活
が
送
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

第
1
回

長
期
収
載
品（
先
発
医
薬
品
）を
希
望
し
た
場
合
の

お
薬
代
の
自
己
負
担
に
つ
い
て

　

長
期
収
載
品
と
は
、
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
）
が
販
売
さ
れ
て
い
る
一
部
の

先
発
医
薬
品
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
10
月
か
ら
、
患
者
さ
ん
ご
自
身

の
希
望
で
先
発
医
薬
品
（
長
期
収
載
品
）
を

選
択
し
た
場
合
に
は
、
通
常
の
医
療
費
の
自

己
負
担
（
１
〜
３
割
）
に
加
え
、「
特
別
の
料
金
」

を
ご
負
担
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
特
別
の
料
金
」
は
、
以
前
は
先
発
医
薬
品

と
後
発
医
薬
品
の
価
格
差
の
４
分
の
１
で
し
た

が
、
令
和
８
年
６
月
か
ら
は
２
分
の
１
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
先
発
医
薬

品
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
お
薬
代
が
こ
れ

ま
で
よ
り
高
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
医
師
が
医
療
上
の
必
要
性
が
あ
る

と
判
断
し
、
先
発
医
薬
品
を
処
方
し
た
場
合

に
は
、「
特
別
の
料
金
」
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

ま
た
入
院
中
に
使
用
す
る
お
薬
や
、
退
院
時

に
処
方
さ
れ
る
お
薬
に
つ
い
て
も
、
こ
の
制
度

の
対
象
外
と
な
り
「
特
別
の
料
金
」
は
か
か
り

ま
せ
ん
。

　

医
療
保
険
の
負
担
を
公
平
に
し
、
将
来
に
わ

た
り
国
民
皆
保
険
制
度
を
守
っ
て
い
く
た
め
、

国
は
価
格
の
安
い
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
）
の
使
用
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

お
薬
に
つ
い
て
気
に
な
る
こ
と
や
ご
不
明
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
薬
剤
師
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

患者負担の総額

後発医薬品

先発医薬品
※医療上の必要性がある場合

先発医薬品
※患者が希望する場合

患者
負担

特別の
料金

保険給付

保険給付 患者負担

患者
負担

保険給付
先発医薬品と後発医薬品の価格差

価格差の1/2相当

移植医療のシンボルカラーである
グリーンにライトアップされた当院ヘリポート

患者さんやご家族に医療従事者からの
思いが込められた応援メッセージ

（公社）日本臓器移植
ネットワークはこちらから

　

10
月
は「
臓
器
移
植
普
及
推
進
月
間
」で
す
。

当
院
で
は
普
及
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、

10
月
14
日
（
水
）
か
ら
10
月
20
日
（
火
）
ま

で
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
グ
リ
ー
ン
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

し
ま
し
た
。

　

日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、
移
植
医
療
に
関
す
る
情
報
の
ほ

か
、
全
国
で
実
施
さ
れ
る
関
連
イ
ベ
ン
ト
情

報
等
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
期
間
中
は
福
井

県
内
や
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
普
及
啓
発

活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

臓
器
移
植
普
及
推
進
月
間

が
ん
征
圧
月
間
報
告

　

９
月
よ
り
、
診
断
書
や
各
種
証
明
書
の
申
請

窓
口
を
一
部
変
更
し
、
書
類
窓
口
で
の
受
付
を

開
始
い
た
し
ま
し
た
。
生
命
保
険
診
断
書
や
指

定
難
病
臨
床
調
査
個
人
票
な
ど
を
申
請
さ
れ
る

場
合
は
、
書
類
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
書
類
の
作
成
に
は
日
数
を
要
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
余
裕
を
も
っ
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
文
書
の
種
類
に
よ
っ
て

は
外
来
受
付
で
の

申
請
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
当
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
書
類
窓

口
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

診
断
書・各
種
証
明
書
の
お
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

９
月
の
「
が
ん
征
圧
月
間
」
に
合
わ
せ
、
当

院
で
は
が
ん
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
と

早
期
発
見
の
重
要
性
を
呼
び
か
け
る
啓
発
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。
ク
ロ
ス
ラ
ウ
ン
ジ
で
は
、

が
ん
予
防
に
関
す
る
資
料
や
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
展
示
し
、
多
く
の
方
に
が
ん
に
つ
い
て
考
え

て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
院
の
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
が

ん
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
専
門
相
談

員
が
対
応
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

患者さんと生け花を楽しむ特定看護師 （図1）特定行為研修修了者バッジ
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